
 

 

 

 

 

 

 

「保護者の支え」が輝かせた運動会 
 雨が心配される中でしたが、無事に

運動会が終わりました。多数の御声援

に閉会後の後片付けまで、誠にありが

とうございました。 

どの競技も、まさに「見はまる」く

らい見応えのある運動会だったのでは

ないでしょうか。「お金払ってもいいくらいでしたよ！」と言ってくださる保護者の方も

いらっしゃいました。 

どうしてこのよう

な運動会が生み出さ

れたのでしょうか。 

私は、地域の方の

御協力の下、子ども

と教職員に加え、

「保護者も」手を抜かずにがんばったからだと思います。 

子どもが学校でどれほどがんば

っていたかは、以前お伝えしまし

た。でも、教職員が熱心に指導す

るだけではここまでがんばること

はできません。家庭では、お子さ

んがけがのあとを見せたり、体の

痛みを訴えたり、練習のつらさを

愚痴ったりしたこともあったでしょう。そん

な我が子に寄り添いながらも、乗り越えられ

るよう励まし、一緒に練習し、おいしいもの

を食べさせてくださったことで、運動会に

「はまる」ことができたのだと思います。 

まさに、保護者の本気の支えが、感動の運

動会を生み出したと言えるでしょう。 

今週から、またいつもの日常が戻ってきます。目に見えない学力と言われる「非認知能

力」を大いに高めた子どもたちが、学びの中でどんな姿を見せてくれるのか、楽しみにし

ています。 
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